
退職教員の方々に向けた文部科学大臣メッセージの周知のお願いです。

事 務 連 絡

令和 2年 4月 21日

全国教職員互助団体協議会

全国連合退職校長会

全国公立学校退職教頭会
全国連合小学校長会

全 日本中学校長会

全国高等学校長協会

全国特別支援学校長会

御 申

全国公立小 。中学校女性校長会
全国公立学校教頭会

文部科学省総合教育政策局教育人材政策課

文部科学省初等中等教育局財務課

文部科学省初等 中等教育局特別支援教育課

退職教員の方 々に向けた文部科学大臣メ ッセージ等の周知について (依 頼 )

日頃より文部科学行政の推進 について、御理解、御協力 を賜 り厚 く御礼 申し上げま
す。                     ,

今般の新型 コロナ ウイルス感染症対策に伴い、文部科学省では、臨時体業に伴 う補
充のための授業や補習の実施な ど、各教育委員会や学校における学習の遅れを補 うた
めの取組等 を支援するため、教員の加配や学習指導員の追加配置を支援す ることとし
ています。また、各教育委員会においても、今後ご新型 コロナ ウイルス感染症対策に
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すべては子供たちのために、教育関係者が一致団結 してこの難局を乗 り切ることが
できるよう、皆様からのお力添えを心よりお願い申し上げます。
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教職 を一度退職 された先生方へ

(ご協力のお願い )

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、全国各地で学校の臨時体業を実

施し、また、今も尚多くの学校で臨時休業が続いています。今後、学校が再

開された後の学校現場では、これまで経験のない状況下において、体業中の

学習の遅れを踏まえた補習の実施や、長期休業の影響で生活リズムが崩れ

た子供たちへの支援、障害等により特別な支援が必要な子供たちへの支

援、配慮が始要な家庭の子供に対するきめ細かな支援など、これまで以上

に、教職員が一九となって子供たち一人ひとりと向き合い、きめ細かな支援や

配慮を続けていかなければなりません。

大部科学省では、学校再開後を見据え、学校の教育活動をサポートするた

めの人的配置の支援に向けた取組を進めていますが、これに伴い、今後、全

国の教育委員会や学校において、学校をサポートするための人材募集等が

始まることが想定されます。そこで、全国の教礎 一度退職された先生方のお

力を是非とも貸して頂きたいと思います。

子供たちや学校のことをよくご理解されている先生方からのご協力があれば、

学校現場は勿論、子供たちや地域・保護者の皆様にとっても、安趙感は大き

く、大変竜強いと思ぃます。遠方の市町村に無理に行っていただく踏要はな

こおける人材募集等の際には、是非とも

結してこの難局を乗り切ることができるよ

りお願い申し上げます。

今和二年四月

文部科学大 臣 萩生田 光一

●



裡6
可= 績 再 開 後 l お し て 学 校 卍当

T 習
■し

'日

で 導 等 を サ ポ トす る 人 材 確 保 あ
職 教

た つ て
退 員 の 積 極 的 な 活 用 を

4・ ヽ
dED 願 い す る

日旨
呵臓 務 連 絡 で す

【別添‐2】

事 務 連 絡

令 和 2年 4月 21日

各都道府県教育委員会教職員人事担当課
各指定都市教育委員会教職員人事担当課

御 中

文部科学省総合教育政策局教育人材政策課
文部科学省初等中等教育局財務課

文部科学省初等 中等教育局特別支援教育課

新型コロナ ウィルス感染症対策にかかる学校 をサポー トする人材確保における
退職教員の活用について (依 頼 )

「新型 コロナ ウィルス感染症対策のための臨時休業等 に伴 い学校 に登校できない
児童生徒の学習指導について (通 知 )」 (令 和 2年 4月 10日 付 文部科学省初等中等教
育局長通知)に おいて、登校再開後の指導について 「児童生徒が学校に登校すること
ができるようになった時点で、可能な限 り、令和 2年度の教育課程内での補充のため
の授業や教育課程に位置付けない補習を実施すること」 としているところですが、文
部科学省では、これ らの取組等を支援するため、教員の加:配や主 翌盤導員の追加配置
二茎量.す ることとしてぃます。また、各塾,宣 委員垂ョ駐塁と上昼ュ塁二今後、新型 コロナ

蚤豊蟹ヨ墜生生出_て くることが相争されます。

各教育委員会におかれては、現在においても、教職 を一度退職された方 (以 下「退
職教員」とい う。)の ご協力をいただいているところもあると承知 していますが、これ
まで経験のないこの状況下においては、学校や子供を熟知 している退職教員の活用は、
学校現場の力になるだけでなく、子供たちや地域 。保護者にとっても安心感を与える
ものであるため、下記の点も踏まえ、
す。

各都道府県教育委員会におかれては、域内の市区町村教育委員会 (指 定都市を除 く。)

に対 して、本件 について周知 を図っていただ くょ ぅお願い します。
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,退職教員に協力を呼びかけるため(別添 1の とおり、茎望壁豊人臣メzセ ニ2(「 教
職を一度退職された先生方へ (ご協力のお願い)」 )≧発出するとともに、これを別
添2の とおり、関:係 団体!こ 対しK当該∠ッ主二_2の旦笙や人材確保への協力め依頼
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【別 添】

別添 1

別 添 2

「教職 を一度退職 された先生方へ (ご協力 のお願い )」

(文部科学大臣メ ッセージ )

「退職教員の方々に向けた文部科学大臣メッセージ等の周知について

(依頼 )」 (令和 2年 4月 21日 付各事務連絡 )

【連絡先】

○事務連絡全般、補習等のための指導員 等派遣事業について

文部科学省初等 中等教育局財務課校務調整係

電話 :03-5253-4111(内 線 :3723)

○教員の加配について

文部科学省初等中等教育局財務課定数企画係

電話 :03-5253-4111(内 線 :3206)

○特別支援教育について (特別支援教育支援員など)

文部科学省初等中等教育局特別支援教育課企画調査係

電話 :03-5253-4111(内 線 :3193)


